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真新しい制服に身をつつみ歩み出す金山中の新入生たち
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四
月
六
日
、
第
一
中
と
横
田
中
が
統
合
し
て
誕
生
し
た
金
山
中
学

校
の
開
校
式
と
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
新
し
い

校
旗
と
校
歌
の
も
と
、
新
た
な
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

少
子
化
が
進
み
、
地
域
住
民
の
理
解
と
支
援
に
よ
り
今
日
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
金
山
中
。
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
よ

り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

金
山
中
学
校
が
開
校

新
た
な
歴
史
が
ス
タ
ー
ト

　

式
に
は
、
生
徒
、
保
護
者
、

関
係
者
ら
百
八
十
人
ほ
ど
が

出
席
す
る
中
、
新
入
生
十
七
名

は
、
温
か
い
拍
手
の
中
で
入
場

し
ま
し
た
。

　

町
長
が
、「
平
成
二
十
一
年
四

月
一
日
、
新
し
く
金
山
中
学
校

を
開
校
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
宣

言
し
ま
す
。」
と
、
開
校
を
宣
言

し
た
後
、
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
し
い
校
章
が
披

露
さ
れ
、
公
募
に
よ
り
デ
ザ
イ

ン
が
決
ま
っ
た
校
章
の
作
者
で
、

三
月
に
第
一
中
を
卒
業
し
た
長

谷
川
暁
久
君
（
会
津
高
一
年
・

川
口
）
が
出
席
者
に
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
校
歌
の
作
詞

に
あ
た
っ
た
県
現
代
詩
人
会

名
誉
会
長
の
村
野
井
幸
雄
さ
ん

（
会
津
美
里
町
）
と
作
曲
に
あ

た
っ
た
県
声
楽
協
会
顧
問
皆
川

郁
夫
さ
ん
（
福
島
市
）
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
村
野
井
さ
ん
は

以
前
に
も
金
山
町
民
の
歌
な
ど

も
作
詞
し
、
皆
川
さ
ん
は
川
口

高
校
の
校
長
も
つ
と
め
た
こ
と

が
あ
る
金
山
町
に
ゆ
か
り
の
あ

る
方
で
す
。

　

作
詞
に
あ
た
っ
た
村
野
井
さ

ん
は
、「
何
度
も
金
山
町
を
訪

れ
、
自
然
、
歴
史
な
ど
を
調
べ

ま
し
た
。
な
か
で
も
只
見
川
の

川
霧
は
町
民
の
心
に
深
く
残
っ

て
い
る
。」
と
話
さ
れ
、
作
曲
に

あ
た
っ
た
皆
川
さ
ん
は
、「
子

供
た
ち
が
、
明
る
く
前
進
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
作
曲
し
ま
し

た
。」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
歌
に

対
す
る
思
い
を
熱
く
語
る
と
、

お
二
人
の
思
い
の
つ
ま
っ
た
校

歌
を
、
上
級
生
が
明
る
い
声
で

歌
っ
た
あ
と
、
長
谷
川
君
、
村

野
井
さ
ん
、
皆
川
さ
ん
の
三
人

に
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
町
長
か
ら
新
し
い

校
旗
が
在
校
生
代
表
の
渡
部
ま

き
さ
ん
（
三
年
・
横
田
）
に
授

与
さ
れ
る
と
、「
こ
の
校
旗
の

も
と
、
新
し
い
伝
統
を
築
い
て

い
き
ま
す
。」
と
、
渡
部
さ
ん

は
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

新
入
生
17
名
が

新
た
な
門
を
く
ぐ
る

新しい校旗を授与される渡部さん

右から村野井さん、皆川さん、長谷川君

新しい校歌を披露する上級生たち
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開
校
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ

た
第
一
回
の
入
学
式
は
、
来
賓
、

保
護
者
ら
の
見
守
る
中
、
十
七

名
の
新
入
生
が
真
新
し
い
制
服

に
身
を
つ
つ
み
希
望
と
不
安
を

胸
に
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
式

に
臨
み
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
渡
部
登
代
子
校
長

が
、「
あ
な
た
た
ち
は
、
金
山
中

の
歴
史
の
担
い
手
と
な
る
。
緊

張
感
の
中
に
も
新
鮮
な
気
持
ち

を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
中
学

校
生
活
に
必
要
な
、
気
構
え
、

身
構
え
、
も
の
構
え
を
持
ち
、

失
敗
を
恐
れ
ず
何
ご
と
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
第
一
中
と

横
田
中
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け

継
ぎ
、
新
た
な
一
ペ
ー
ジ
を
築

い
て
ほ
し
い
。」
と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

星
佐
益
教
育
委
員
長
が
告
辞

を
述
べ
、
町
長
、
議
会
議
長
の

来
賓
祝
辞
の
後
、
父
母
と
教
師

の
会
を
代
表
し
、
滝
沢
博
一
さ

ん
（
上
横
田
）
が
、
本
田
技
研

工
業
の
創
始
者
故
本
田
宗
一
郎

さ
ん
の
考
え
方
に
触
れ
な
が
ら

夢
と
目
標
に
つ
い
て
話
し
「
夢

が
あ
れ
ば
希
望
が
あ
る
、
希
望

が
あ
れ
ば
目
標
が
あ
る
、
目
標

が
あ
れ
ば
行
動
が
あ
る
、
行
動

が
あ
れ
ば
進
歩
が
あ
る
、
進
歩

が
あ
れ
ば
夢
が
か
な
う
。」
と

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

在
校
生
を
代
表
し
て
中
丸
あ

す
か
さ
ん
（
三
年
・
大
志
）
が

「
新
生
金
山
中
は
未
知
の
世
界

で
も
あ
る
。
不
安
と
期
待
の
中

で
、
仲
間
と
協
力
し
合
い
、
新

し
い
伝
統
を
築
い
て
い
き
ま
し

ょ
う
。」
と
、
歓
迎
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
入
生
を
代
表
し

て
菅
家
翼
君
（
大
塩
）
が
「
大

き
な
喜
び
と
責
任
を
感
じ
る
。

第
一
中
、
横
田
中
の
先
輩
方
が

築
い
て
き
た
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
金
山
中
学
校
の
新
し
い
歴

史
の
一
ペ
ー
ジ
を
、
心
を
一
つ

に
し
て
記
し
て
い
き
た
い
。」
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

十
七
名
は
、
気
持
ち
も
新
た

に
中
学
校
生
活
の
第
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

応
援
旗
と
絵
画
な
ど
が

贈
ら
れ
る

　

次
の
方
か
ら
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。

●
東
京
金
山
会
か
ら
応
援
旗

 

（
四
枚
）

●
会
津
若
松
市
の
中
丸
正
夫
さ

ん
（
大
志
出
身
）
か
ら
絵
画

 

（
五
点
）

●
大
竹
新
吉
さ
ん
（
大
志
）
か

ら
掲
示
板

金
山
町
立
金
山
中
学
校
歌

作
詞　

村
野
井
幸
雄

作
曲　

皆
川　

郁
夫

ラ
ン　

ラ　

ラ　

ラ

妖
精
の
住
む
町

か
ね
や
ま

父
な
る
山
は
け
だ
か
く
て

御
神
楽
岳
の
風
神
よ

母
な
る
川
は
ひ
と
す
じ
に

川
霧
晴
れ
る
只
見
川

森
の
恵
み
の
沼
沢
湖

風
雪
に
耐
え
日
を
重
ね

会
津
の
教
え
花
と
咲
く

理
想
に
燃
え
る

金
山
中

世
界
に
伸
び
る

金
山
中

あ
ゝ

金
山
中
学
校

歓迎の言葉を述べる中丸さん

誓いの言葉を述べる菅家君

東京金山会から贈られた応援旗
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歳入総額 24億4,582万円
※その他＝寄付金、繰越金、使用料及び手数料、財産収入、地方
特例交付金、交通安全対策特別交付金、利子割交付金、配当割交
付金、株式等譲渡所得割交付金

　
金
山
町
の
平
成
二
十
一
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
総
額
二
十
四
億
四
千
五
百
八
十
二
万
円
で
、
昨
年
度
に
比
べ
七
千
九
百
十
四
万
円

（
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
減
額
で
す
。
沼
沢
地
区
の
携
帯
電
話
鉄
塔
整
備
事
業
の

完
了
等
に
よ
る
建
設
事
業
費
の
減
、
近
年
の
事
業
抑
制
に
よ
る
公
債
費
の
減
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。
特
別
会
計
で
は
介
護
保
険
会
計
を
除
き
、
前
年
度
に
比
べ
減
少
し

て
い
ま
す
。九
つ
の
特
別
会
計
の
総
額
で
は
、二
億
四
千
百
六
十
四
万
円
の
減
で
す
。

平
成
21
年
度
町
予
算

一
般
会
計
予
算
二
十
四
億
四
千
五
百
八
十
二
万
円
の
使
い
み
ち

歳
入
の
特
徴

▼
普
通
交
付
税
の
増

　

普
通
交
付
税
（
臨
時
財
政

対
策
債
含
む
）
は
、
前
年
度

予
算
比
で
五
千
四
百
七
十
万

円
の
増
で
す
。
現
在
、
景
気

や
雇
用
情
勢
が
全
国
的
に
悪

化
し
て
い
る
こ
と
に
伴
い
、

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
事
業
の
実

施
を
目
的
と
し
た
地
域
雇
用

創
出
推
進
費
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

▼
町
税
の
増

　

町
民
税
は
前
年
度
に
比
べ

て
減
少
し
ま
す
が
、
町
税
の

大
部
分
を
占
め
て
い
る
固
定

資
産
税
の
大
規
模
償
却
資

産
税
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
町
税
全
体
で
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

前
年
度
の
予
算
と
比
べ
て

四
百
七
十
三
万
円
（
一
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
）
の
増
加
と
な

り
ま
す
。

▼
繰
入
金
の
減

　

繰
入
金
の
総
額
は
、
前
年

度
の
予
算
に
比
べ
て
三
千
六

万
円
（
四
八
・
二
パ
ー
セ
ン

ト
）
の
減
少
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
財
政
調
整
基
金

を
繰
り
入
れ
る
こ
と
が
な
く

当
初
予
算
を
編
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
十
年
度
以

来
十
一
年
ぶ
り
で
す
。

地方交付税 13億400万円（53.3%）

町税 4億5,354万円（18.6%）

町債 2億600万円（8.4%）

県支出金 1億7,377万円（7.1%）

国庫支出金 1億3,956万円（5.7%）

諸収入 3,697万円（1.5%）

地方譲与税 3,450万円（1.4%）

繰入金 3,234万円（1.3%）

地方消費税交付金 2,300万円（0.9%）

自動車取得税交付金 700万円（0.3%）

分担金及び負担金 604万円（0.3%）

その他 2,910万円（1.2%）

未来の町の担い手となる子供たち
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特別会計の予算
（　）は前年度比

国民健康保険事業勘定………4億811万円
※医療費など （5,151万円の減）

国民健康保健施設勘定……1億4,309万円
※診療所の運営 （504万円の減）

簡易水道事業………………1億2,359万円
 （9,264万円の減）

老人保健事業…………………… 356万円
 （7,074万円の減）

町営バス事業………………… 1,898万円
 （842万円の減）

農業集落排水事業……………… 762万円
 （1万円の増）

介護保険……………………4億3,721万円
 （1,788万円の増）

特定地域生活排水処理事業… 9,356万円
 （2,419万円の減）

後期高齢者医療……………… 5,049万円
 （700万円の減）

特別会計（計） 12億8,620万円
 （2億4,164万円の減）

歳出総額 24億4,582万円
※その他＝予備費、諸支出金

歳
出
の
特
徴

▼
環
境
整
備
・
地
域
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み

　

町
民
の
生
活
に
密
着
し
た
環

境
整
備
、
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
新
規
事
業
】

•
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
事
業

 

…
一
千
八
百
五
十
七
万
円

•
地
域
づ
く
り
支
援
事
業

 

…
…
…
…
二
百
七
十
万
円

•
元
気
な
農
業
支
援
事
業

 

…
…
…
…
…
百
五
十
万
円

【
継
続（
拡
充
）事
業
】

•
川
口
高
校
存
続
事
業
（
桐
径

会
補
助
）
五
百
三
十
九
万
円

•
か
ね
や
ま
の
や
る
気
応
援
事

業
…
…
…
…
二
百
四
十
万
円

•
妖
精
の
里
商
品
券
事
業

 

…
百
四
十
万
円

▼
普
通
建
設
事
業

　

今
年
度
実
施
す
る
普
通
建
設

事
業
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お

り
で
す
。

•
町
道
滝
沢
・
田
沢
線
改
良
工

事
…
…
…
…
九
千
七
百
万
円

•
町
道
大
志
・
舟
場
線
改
良
工

事
…
…
…
…
五
千
四
百
万
円

•
林
道
本
名
・
室
谷
線
改
良
工

事
…
…
二
千
四
百
二
十
万
円

•
除
雪
ド
ー
ザ
購
入
事
業

 

…
…
…
…
一
千
七
百
万
円

•
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
整
備
事
業

 

…
…
一
千
三
百
十
二
万
円

•
町
民
体
育
館
屋
根
塗
装
事
業

 

…
…
…
…
一
千
三
百
万
円

▼
そ
の
他

　

近
年
の
起
債
事
業
の
抑
制
に

よ
り
、
公
債
費
（
過
去
に
借
り

入
れ
た
地
方
債
の
償
還
金
等
）

が
前
年
度
に
比
べ
、
二
千
三
百

四
十
三
万
円
（
四
・
六
パ
ー
セ

ン
ト
）
減
少
し
、
四
億
八
千
九

百
六
十
一
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

積
立
金
は
、
地
域
雇
用
創
出

推
進
基
金
の
新
設
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
比
五
千
三
百
一
万

円（
三
二
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）

増
の
六
千
九
百
三
十
一
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

総務費 5億2,641万円（21.5%）

公債費 4億8,961万円（20.0%）

民生費 3億3,905万円（13.9%）

土木費 3億890万円（12.6%）

衛生費 2億187万円（8.3%）

教育費 1億7,563万円（7.2%）

商工費 1億3,700万円（5.6%）

農林水産業費 1億455万円（4.3%）

消防費 1億312万円（4.2%）

議会費 4,451万円（1.8%）

災害復旧費 512万円（0.2%）

その他 1,005万円（0.4%）

運行がスタートした乗合タクシー
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農
林
業
を
生
活
基
盤
に
若
者
が
定
住
で
き
る

ま
ち
づ
く
り

平
成
21
年
度
の
町
の
施
策
が
ス
タ
ー
ト

　
平
成
二
十
一
年
の
町
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
働
く
場
を
失
い
、
少
子
高
齢
社

会
が
極
端
に
進
行
す
る
な
か
、
町
を
守
る
こ
と
す
ら
容
易
で
な
い
状
況
で
す
。
若
者
が
定

住
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
標
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
地
方
交
付
税
の

削
減
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
き
、
世
界
規
模
の
金

融
破
綻
の
影
響
を
受
け
る
中
、

町
内
で
も
働
く
場
所
を
失
っ
た

人
た
ち
も
い
ま
す
。
少
子
高
齢

社
会
が
ま
す
ま
す
進
む
中
で
、

こ
れ
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た

ふ
る
さ
と
を
後
世
に
伝
え
て
い

く
こ
と
す
ら
難
し
い
状
況
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
大
自
然
を
最

大
限
に
活
用
し
た
農
林
業
を
生

活
基
盤
と
す
る
た
め
、
町
が
潜

在
的
に
持
つ
地
域
資
源
を
「
か

ね
や
ま
」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
た
生

産
加
工
業
、
食
文
化
、
生
活
文

化
の
形
成
、
交
流
、
観
光
資
源

の
整
備
や
農
産
物
な
ど
の
生
産

基
盤
の
整
備
、
人
づ
く
り
な
ど
、

若
者
が
定
住
で
き
る
町
を
目
指

し
て
、
新
年
度
の
ま
ち
づ
く
り

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
活
力
あ
る
生
活
を

送
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行

　

高
齢
者
な
ど
の
日
常
の
交
通

手
段
を
確
保
す
る
た
め
に
、「
乗

合
タ
ク
シ
ー
」
の
運
行
を
四
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
診
療
所
へ
の
通
院
や
買
い

物
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加

す
る
と
き
の
「
足
」
と
し
て
、

ご
利
用
い
た
だ
だ
け
ま
す
。

高
齢
者
な
ど
へ
の
対
策

　

町
民
の
み
な
さ
ん
が
、
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
環
境

整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
生
活
排
水

　

休
止
し
て
い
る
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
事
業
の
再
評
価

生
活
環
境
の
整
備

　

地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用

し
た
農
林
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

産

業

の
振

興

を
実
施
し
た
た
め
、
整
備
方
針

を
早
急
に
確
定
す
る
と
と
も
に
、

生
活
排
水
処
理
施
設
の
未
整
備

地
区
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

▼
生
活
道
路
の
整
備

　

町
道
滝
沢
・
田
沢
線
、
大
志
・

舟
場
線
、
中
川
・
大
栗
山
線
の

改
良
を
進
め
ま
す
。

▼
簡
易
水
道
事
業

　

玉
梨
と
八
町
地
区
の
簡
易
水

道
工
事
を
完
了
さ
せ
ま
す
。

▼
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網

　

地
域
間
で
の
情
報
格
差
を
な

く
す
た
め
、
高
速
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
設
計
を
行
い
ま
す
。
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少
子
化
が
進
む
中
、
未
来
の

担
い
手
と
な
る
児
童
、
生
徒
の

た
め
、
町
内
の
小
中
学
校
整
備

と
川
口
高
校
に
対
す
る
支
援
を

行
い
ま
す
。

▼
小
学
校
校
舎
の
耐
震
化

　

児
童
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

校
舎
の
耐
震
化
を
進
め
ま
す
。

▼
川
口
高
校
の
存
続
対
策

　

分
校
化
、
募
集
停
止
の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
県
立
川
口
高

等
学
校
の
存
続
に
む
け
て
は
、

生
徒
育
成
補
助
（
入
学
準
備
金

な
ど
）
と
し
て
、
一
年
生
に
三

万
円
、
二
年
生
と
三
年
生
に
そ

れ
ぞ
れ
二
万
円
を
支
給
す
る
と

と
も
に
、
桐
径
会
や
同
窓
会
と

と
も
に
生
徒
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

　

高
齢
社
会
が
進
む
中
、
県
や

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を

図
り
ま
す
。

健

康
と
福

祉

　

町
内
の
各
集
落
に
お
け
る
高

齢
社
会
の
進
展
に
対
応
す
る

た
め
、
町
内
の
各
地
域
を
活
性

化
す
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

▼
集
落
支
援
員

　

集
落
支
援
員
を
設
置
し
て
、

住
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な

っ
て
集
落
の
活
性
化
を
お
手
伝

い
し
ま
す
。

活

性

化

支

援

事　　 業　　名 金　　額
不要公共施設の取り壊しによる景観保全 10,000 千円  
防災拠点（役場）の電話回線の更新など 5,220 千円  
公共施設や教育施設へ地デジ対応テレビを購入 3,500 千円  
光ファイバー網の設計を行う事業 7,491 千円  
地域振興券発行事業 2,200 千円  
住民基本台帳ネットワークシステムの更新 11,669 千円  
川口及び横田保育所のトイレの洋式化する事業 1,200 千円  
町水道の配水池の修繕や管路の更新 17,415 千円  
国保診療所に内視鏡を整備するため 3,098 千円  
農道や用排水路の改修などの農業基盤の整備 11,500 千円  
貸し出し用の農業機械の整備（アスパラ用） 2,571 千円  
自然教育村会館の非常用蓄電池の交換 457 千円  
遊歩道や公園などの整備や立木伐採 17,000 千円  
あすなろ館などの飲用水の水源変更 6,300 千円  
足元道路の舗装・修繕・拡幅などの事業 19,800 千円  
カードレールや落石ネットの修繕など 4,000 千円  
金山及び横田小学校の耐震診断を行うため 5,618 千円  
金山小学校の耐震補強のための設計 5,000 千円  
金山中学校体育館の耐震補強工事 24,380 千円  
旧横田中学校の体育館などの耐震診断 1,700 千円  
金山中学校に新しいパソコンなどを整備 9,197 千円  
中央及び横田公民館にインターネット環境を整備 3,000 千円  

▼
元
気
な
農
業
支
援
事
業

　

優
良
農
地
の
維
持
・
確
保
を

目
的
に
、
認
定
農
業
者
に
対
し

て
、
農
地
の
借
り
入
れ
面
積
に

応
じ
て
、
支
援
金
を
交
付
し
ま

す
。

　

ま
た
、
農
用
地
利
用
改
善
団

体
に
対
し
て
は
、
団
体
の
構
成

人
数
に
応
じ
て
支
援
金
を
交
付

し
ま
す
。

▼
や
る
気
応
援
事
業

　
「
か
ね
や
ま
の
や
る
気
応
援

事
業
」
を
継
続
し
て
、
特
産
品

の
開
発
や
地
域
の
産
業
お
こ
し

の
取
り
組
み
で
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
行

う
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

国の地域活性化・生活対策事業

▼
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

　

財
団
法
人
地
球
緑
化
協
会
よ

り
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」

を
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
農
林

業
な
ど
を
中
心
と
し
た
地
域
づ

く
り
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

▼
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

地
域
の
活
性
化
を
図
り
た
い

地
区
や
地
域
な
ど
に
対
し
て
、

地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事

業
な
ど
を
活
用
し
、
少
し
で
も

活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
推
進

し
ま
す
。

▼
病
気
の
予
防

　

人
間
ド
ッ
ク
事
業
を
継
続

し
、
健
康
教
育
・
相
談
、
検
診

項
目
の
追
加
な
ど
、
病
気
の
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

▼
国
保
診
療
所

　

診
療
所
に
つ
い
て
は
、
宮
下

病
院
よ
り
医
師
派
遣
を
継
続

い
た
だ
き
な
が
ら
、
診
療
体
制

の
維
持
と
施
設
整
備
を
進
め
ま

す
。

町の支援を充実させた川口高校の入学式

▼
緊
急
雇
用
対
策

　

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

景
観
形
成
、
有
害
鳥
獣
対
策
、

文
化
財
・
民
俗
資
料
の
整
備
、

空
き
家
所
有
者
へ
の
ニ
ー
ズ
調

査
な
ど
の
緊
急
雇
用
を
実
施
。
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学
習
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解

母
ち
ゃ
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

　

二
月
二
十
一
日
と
三
月
十
四
日
、
横
田
公

民
館
に
お
い
て
、
横
田
地
域
の
女
性
を
対
象

に
「
母
ち
ゃ
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
女
性
が
行
う
地
域
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
一
回
目
は
郷
土
料
理
と
地
産
地

消
の
二
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

二
回
目
は
二
つ
の
テ
ー
マ
の
課
題
を
ま
と

め
、「
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は
自
ら
が
学

習
す
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、
仲

間
づ
く
り
や
役
割
分
担
も
重
要
な
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
郷
土
料
理
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
た
め
に
学
び
た
い
」「
伝
統
を
伝
え
る
に

は
若
い
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
勉
強
し
な
く

て
は
」「
郷
土
料
理
の
レ
シ
ピ
を
作
っ
て
み
た

い
」
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
。

歯
科
講
演
会
に
25
人
が
参
加

健
康
的
な
歯
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

　

三
月
十
七
日
、
ゆ
う
ゆ
う
館
に
お
い
て
、

歯
科
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
二
十
五
人
ほ
ど

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
国
保
診
療
所
の
市
川
公
久
歯
科

医
師
が
講
師
を
つ
と
め
、「
入
れ
歯
を
外
し

て
眠
り
、
歯
ぐ
き
を
休
め
る
。」
こ
と
や
「
虫

歯
は
人
か
ら
人
へ
う
つ
る
感
染
症
。
親
の
使

っ
た
箸
な
ど
で
子
ど
も
に
食
べ
さ
せ
る
と
虫

歯
が
う
つ
る
。」
こ
と
、
ま
た
、
歯
磨
き
粉

の
効
果
や
歯
磨
き
の
仕
方
、
入
れ
歯
の
手
入

れ
な
ど
、
健
康
な
歯
を
保
つ
方
法
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

　
「
入
れ
歯
の
場
合
、
あ
ま
り
固
い
も
の
は

食
べ
な
い
方
が
良
い
の
か
。」「
食
べ
物
が
飲

み
込
み
ず
ら
い
ん
だ
け
ど
」
な
ど
活
発
な
質

問
が
あ
り
、
参
加
者
は
、
歯
の
健
康
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

思
い
出
の
残
る
学
舎
を
巣
立
つ

横
田
小
学
校
を
六
名
が
卒
業

　

三
月
二
十
三
日
、
横
田
小
学
校
に
お
い
て
、

卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
大
沼
辰
雄
校
長
か
ら
六
人
の
卒

業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
授
与
さ
れ
、

続
い
て
、
大
沼
校
長
が
「
や
れ
ば
で
き
る
。

で
き
な
い
の
は
、
や
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。」

と
卒
業
生
に
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
告
辞
、
副
町
長
、
議
会
議
長
の
来
賓
祝

辞
の
後
、
父
母
と
教
師
の
会
会
長
の
菅
家
敏

さ
ん
（
大
塩
）
が
「
金
山
小
か
ら
の
入
学
生

と
と
も
に
、
金
山
中
の
新
し
い
伝
統
を
築
い

て
く
だ
さ
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
六
人
が
「
六
年
間
の
思
い
出
を
胸

に
自
信
を
持
っ
て
歩
み
ま
す
。
横
田
小
の
輝

か
し
い
伝
統
を
受
け
継
い
で
く
だ
さ
い
。」
と

別
れ
の
言
葉
を
述
べ
る
と
、
在
校
生
が
「
み

な
さ
ん
が
築
い
た
伝
統
を
し
っ
か
り
と
受
け

継
い
で
い
き
ま
す
。」
と
約
束
し
ま
し
た
。

健康的な歯について語る市川歯科医師

意
見
を
出
し
合
う
参
加
者

別
れ
を
惜
し
む
在
校
生
た
ち

学舎に別れを告げる卒業生たち



9 広報かねやま　21.4.10

町
民
の
新
た
な
足
が
運
行
開
始

金
山
町
乗
合
タ
ク
シ
ー
出
発
式

　

三
月
三
十
一
日
、
役
場
駐
車
場
に
お
い
て
、

金
山
町
乗
合
タ
ク
シ
ー
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

町
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
町
長
、
議
会
議
長
、

大
竹
信
吉
商
工
会
会
長
、
菅
家
治
作
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
、
運
行
事
業
者
代
表
の

長
谷
川
大
昌
さ
ん
（
川
口
）
の
関
係
者
五
人

が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
四
台
の
タ
ク
シ

ー
が
出
発
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
の
一
人
は
、「
高
齢
と
な
り
運
転
免

許
証
を
返
し
た
の
で
、
自
分
の
都
合
に
合
わ

せ
て
予
約
時
間
ど
お
り
に
乗
せ
て
く
れ
る
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
開
始
は
、
と
て
も
あ
り

が
た
い
こ
と
で
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
乗
合
タ
ク
シ

ー
は
、
今
後
、
町
民
の
足
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

少
子
化
の
中
で
う
れ
し
い
活
躍

町
体
協
が
総
会
を
開
く

　

三
月
三
十
日
、
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

金
山
町
体
育
協
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
平
成
二
十
年
度
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
会
長
の
諏
佐
茂
夫
さ
ん
（
宮
崎
）

が
「
中
学
、
高
校
、
大
学
と
も
に
受
賞
者
が

お
り
、
少
子
化
の
中
で
活
躍
す
る
人
た
ち
が

い
る
こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
。」
と
話
し
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
の
事
業

計
画
や
市
町
村
対
抗
軟
式
野
球
大
会
へ
の
参

加
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
県
体
育
協
会
の
職
員
か
ら
「
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
設
立
に
向
け
た

趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

※
受
賞
者
は
十
二
ペ
ー
ジ
に
掲
載

出発を祝い関係者がテープカット

２人の百歳賀寿を祝う
　

三
月
二
十
八
日
、
こ
の
ほ
ど
満
百
歳
を
む
か
え
た
目

黒
ヤ
ヱ
ノ
さ
ん
（
本
名
）
と
栗
城
ノ
ブ
ヨ
さ
ん
（
小
栗

山
）
に
賀
寿
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
会
津
保
健
福
祉
事
務

所
副
所
長
、
町
長
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
菅

家
治
作
さ
ん
（
本
名
）
ら
が
賀
寿
や
記
念
品
、
祝
金
を

贈
り
ま
し
た
。

　

目
黒
ヤ
ヱ
ノ
さ
ん
宅
で
は
、
本
名
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら

祝
金
、
ひ
孫
の
中
丸
あ
す
か
さ
ん
と
菅
家
幸
さ
ん
が
花

束
贈
呈
、
孫
の
目
黒
浩
さ
ん
が
「
一
日
一
日
を
楽
し
く

過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

栗
城
ノ
ブ
ヨ
さ
ん
宅
で
は
、
小
栗
山
老
人
ク
ラ
ブ
の

横
山
雄
一
さ
ん
か
ら
祝
金
、
ひ
孫
の
栗
城
拓
也
さ
ん
が

花
束
贈
呈
、
長
男
の
栗
城
市
朗
さ
ん
が
「
無
事
に
百
歳

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

表彰を受ける受賞者

花束を贈られる栗城ノブヨさん

賀寿を贈呈される目黒ヤヱノさん
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元気におへんじできたね
川口保育所で入所おめでとうの会

　

四
月
二
日
、
前
日
に
降
っ
た
雪
が
残
り
少
し
肌
寒
い
中
、

川
口
保
育
所
で
「
入
所
お
め
で
と
う
の
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

来
賓
や
保
育
所
職
員
ら
が
見
守
る
中
、
入
所
す
る
子
供

た
ち
六
人
が
、
保
護
者
に
手
を
引
か
れ
な
が
ら
緊
張
の
面

持
ち
で
会
場
に
入
り
ま
し
た
。

　

六
人
は
、
担
当
の
保
育
士
に
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
所

内
に
響
き
渡
る
元
気
な
声
で
「
は
い
」
と
返
事
を
し
ま
し

た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
金
山
駐
在
所
の
菊
田
修
朗
さ
ん

は
、「
保
育
所
に
通
う
時
に
、
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、

教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。」
と
、
在
所
児
童
に
向
け
て

話
し
ま
し
た
。

　

在
所
児
童
か
ら
六
人
に
メ
ダ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら

れ
る
と
嬉
し
そ
う
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
こ
た
え
ま
し
た
。

照れながら「はい」
横田保育所で入所おめでとうの会

　

四
月
二
日
、
横
田
保
育
所
で
「
入
所
お
め
で
と
う

の
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
や
保
育
所
職
員
ら
が
見
守
る
中
、
入
所
す
る

子
供
た
ち
四
人
が
、
保
護
者
に
手
を
引
か
れ
緊
張
の

面
持
ち
で
会
場
に
入
り
ま
し
た
。

　

在
所
児
童
三
人
が
元
気
な
声
で
、「
こ
れ
か
ら
入

所
お
め
で
と
う
の
会
を
は
じ
め
ま
す
」
と
開
会
の
言

葉
を
述
べ
、
保
育
所
長
が
「
一
人
で
生
き
て
い
く
力

を
育
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

四
人
は
、
担
当
の
保
育
士
に
一
人
ひ
と
り
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
、
照
れ
な
が
ら
「
は
い
」
と
返
事
を
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
所
児
童
が
歌
あ
そ
び
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

贈
る
と
、
四
人
は
時
折
楽
し
気
に
体
を
動
か
し
て
い

ま
し
た
。

元気に入場する子供たち

メダルを贈られた
子供たち

元気に開会の言葉を述べる子供たち

ふ

る

さ

と

歴
史
ト
ピ
ッ
ク
ス

近
世
の
農
村
人
口
（
四
）

　

沼
沢
湖
の
用
水
で
福
沢
入
新

田
村
が
開
田
し
た
の
で
、
後
に

は
水
沼
・
大
栗
山
村
も
開
田
が

で
き
、
当
時
の
農
民
は
多
大
の

恩
恵
を
受
け
ま
し
た
。

　

し
か
し
台
風
な
ど
の
被
害
も

受
け
や
す
く
、
木
材
と
土
石
で

の
補
修
で
す
か
ら
二
十
年
に
一

度
の
大
補
修
、
年
々
の
小こ

普ぶ

請し
ん

も
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の

室
戸
台
風
の
日
な
ど
、
当
日
沼

沢
小
学
校
は
、
三
校
連
合
運
動

会
、
肋ろ

く
ぼ
く木
は
倒
れ
オ
ル
ガ
ン
が

吹
き
飛
ぶ
程
で
午
後
中
止
、
帰

り
道
が
大
変
で
荒あ

ら
は
ま浜
・
藤
ヶ
崎

は
大
波
で
山
路
を
迂
回
し
て
い

ま
す
。
何
せ
全
国
で
三
千
人
も

の
犠
牲
者
の
出
た
台
風
で
し

た
。

数
字
で
見
る

金
山
町
の
歴
史

（
三
十
六
）

入所した 4人の子供たち
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ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
が
仲
間
入
り

金
山
小
に
８
名
が
入
学

　

四
月
六
日
、
金
山
小
学
校
で
入
学
式

が
行
わ
れ
、
八
名
が
新
た
に
仲
間
入
り

し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
髙
橋
賢
司
校
長
が
式
辞
を

述
べ
、
教
育
長
の
教
育
委
員
会
告
辞
の

後
、
町
長
、
議
会
議
長
、
父
母
と
教
師

の
会
会
長
の
阿
部
泰
雅
さ
ん（
小
栗
山
）

が
来
賓
祝
辞
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
入
生
は
、
一
人
ひ
と
り
名
前
を
呼

ば
れ
る
と
緊
張
し
た
面
持
ち
の
中
元
気

な
声
で
「
は
い
」
と
返
事
を
し
て
い
ま

し
た
。

　

二
年
生
か
ら
「
入
学
お
め
で
と
う
」

と
祝
福
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
る
と
、
嬉

し
そ
う
に
ほ
ほ
え
み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
入
学
生
の
保
護
者
を
代
表

し
て
栗
田
健
司
さ
ん
（
川
口
）
が
「
六

年
間
、
子
供
た
ち
を
あ
た
た
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か
け

交
通
安
全
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

四
月
七
日
、
国
道
二
五
二
号
沿
道
で
、

「
交
通
安
全
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

金
山
駐
在
所
と
横
田
駐
在
所
の
警
察
官
、

交
通
教
育
専
門
員
、
会
津
坂
下
地
区
交
通

安
全
協
会
、
交
通
安
全
母
の
会
の
会
員
ら

三
十
人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
交
通
安
全
母
の
会
会
員
ら

が
、
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
と
「
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
声
を
か
け
る
と
、「
ご
く
ろ
う
さ

ま
」
と
ド
ラ
イ
バ
ー
が
労
い
の
言
葉
を
か

け
て
い
ま
し
た
。

　

関
係
者
ら
は
「
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
呼
び

か
け
に
よ
り
、
今
年
一
年
が
無
事
故
で
あ

れ
ば
良
い
な
。」
と
話
し
ま
し
た
。

緊張した面持ちの新入生たち

川
口
高
校
で
入
学
式

41
名
が
高
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

　

四
月
八
日
、
川
口
高
校
に
お
い
て
、

平
成
二
十
一
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

入
学
式
は
、
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
、

新
入
生
四
十
一
名
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
入
学
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
神
谷
仁
校
長
が
式
辞
を
述

べ
、「
高
校
の
学
習
は
、
な
お
一
層
難

し
く
な
り
、
授
業
だ
け
で
は
な
く
日
々

の
努
力
が
大
切
。」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
杉
山
純
一
県
議
会
議
員
、
町
長
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
栗
田
司
さ
ん
（
下
大

牧
）、
同
窓
会
長
の
齋
藤
勇
一
さ
ん
（
越

川
）
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

入
学
生
代
表
の
横
山
あ
り
さ
さ
ん

（
川
口
）
が
、「
伝
統
あ
る
川
口
高
校
で

三
年
間
努
力
し
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
、
四
十
一
名
は
新
た
な
高
校
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

安全運転を呼びかける母の会会員ら

誓いの言葉を述べる横山ありささん

　

こ
の
よ
う
な
災
害
に
も
損
じ

な
い
た
め
、
沼
沢
湖
利
用
の
四

か
村
は
協
力
し
て
水
門
や
用
水

路
の
修
復
に
当
っ
て
来
ま
し
た
。

　

現
在
も
寛
政
十
年
（
一
七
八

九
）
の
『
沼
沢
村
水
門
御
普
請

願
内う

ち

目も
く

録ろ
み

書し
ょ

』
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
見
ま
す
と
湖
畔

に
波な

み

除よ

け
石
垣
と
し
て
長
さ
二

十
間
、
底
辺
三
間
、
馬
踏
（
上

辺
）
二
間
の
築
堤
が
中
心
で
、

外
に
水
門
・
用
水
路
・
橋
な
ど

の
搬
出
も
含
め
、
二
千
五
百
九

十
五
人
役
の
人
足
賃
も
掛
る
の

で
大
石
組く

み

助す
け

合ご
う

の
上
の
現
昭
和

村
や
三
島
町
を
も
含
め
た
金

山
谷だ

に

の
郷ご

う

助す
け

合ご
う

と
し
て
、
御
蔵

入
郡
奉
行
へ
提
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

末
尾
は
沼
沢
・
福
沢
・
大
栗

山
・
水
沼
の
三
役
の
署
名
捺
印

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
調
査
委
員

 

渡
邊　

良
三

沼沢湖から通じる福沢の水門
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納期限は
4月30日です

今月の納税
●
軽

自

動

車

税　
　

全　

期

●
保　
　
　

育　
　
　

料　
　

４
月
分

こ
れ
か
ら
の
予
定

表　
　
　
彰

町
体
協
表
彰

　

三
月
三
十
日
、
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
平
成
二
十
年
度

中
に
各
種
の
大
会
で
好
成
績
を

お
さ
め
た
、
三
個
人
、
十
団
体

に
対
し
て
、
金
山
町
体
育
協
会

か
ら
表
彰
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
個
人
お
よ
び
団
体

と
競
技
成
績
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

【
優
秀
選
手
賞
】

•
栗
田
い
つ
き（
金
山
中
二
年
）

県
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ル
ペ
ン
ス
キ

ー
大
会 

第
二
位

•
栗
田
奈
（々
川
口
高
校
三
年
）

県
総
体
ボ
ー
ト
競
技

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル

 

第
二
位

•
諏
佐　

遥（
仙
台
大
学
二
年
）

県
総
体
ス
キ
ー
競
技

成
年
女
子
Ａ　

大
回
転

 
第
三
位

【
優
秀
団
体
賞
】

•
第
一
中
男
子
バ
レ
ー
部

両
沼
中
体
連　
　
　

優　

勝

全
会
津
中
体
連　
　

第
三
位

•
か
ね
や
ま
ホ
ー
ム

職
域
対
抗
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会　
　

三
年
連
続
優
勝

•
金
山
町
商
工
会

職
域
対
抗
卓
球
大
会

 

三
年
連
続
優
勝

•
金
山
チ
ー
ム

 

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

す
こ
や
か
福
島　

ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク 

優　

勝

•
金
山
Ａ
チ
ー
ム

 

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

全
会
津
市
町
村
協
会
主
催

塩
川
町
花
し
ょ
う
ぶ
祭
大
会

　

 

優　

勝

•
川
口
高
校
ス
キ
ー
部

会
津
地
区
高
校
ス
キ
ー
大
会

女
子
ア
ル
ペ
ン
総
合

　

 

第
二
位

•
川
口
高
校
テ
ニ
ス
部

　

全
会
津
総
合
体
育
大
会
テ
ニ

　

ス
競
技

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　
　

第
三
位

•
川
口
高
校
ボ
ー
ト
部

福
島
県
高
校
体
育
大
会
ボ
ー

ト
競
技

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

 

優
勝
ほ
か

•
か
ね
や
ま

 

（
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

県
民
ス
ポ
ー
ツ
両
沼
大
会

 
優　

勝

同
会
津
地
域
大
会　

第
二
位

•
横
田
中
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

両
沼
中
体
連

女
子
団
体 

優　

勝

お
知
ら
せ

自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
は
、
六
月
一
日
の

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
付

し
、
自
動
車
税
を
納
付
し
た
時

の
領
収
証
書
に
は
、
車
検
の
時

に
必
要
な
納
税
証
明
書
が
つ
い

て
い
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
一

緒
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
、

戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
等

を
お
持
ち
の
方
の
た
め
に
使
用

さ
れ
る
自
動
車
で
一
定
の
要
件

に
該
当
す
る
も
の
は
、
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
減
免
の

申
請
は
、
納
期
限
の
六
月
一
日

ま
で
に
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

減
免
の
範
囲
、
申
請
手
続
き

な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
こ
ろ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
0
2
4
2
–
29
–
5
2
6
1

★
４
月
★

▼
25
日（
土
）

•
無
人
販
売
所
オ
ー
プ
ン

午
前
９
時
半
〜

 

会
津
川
口
駅
前

▼
26
日（
日
）

•
金
山
町
消
防
団
春
季
検
閲
式

午
前
10
時
〜

 

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

•
小
中
合
同
資
源
物
回
収

 

横
田
小
学
区

▼
29
日（
水
）

•
沼
沢
湖
周
辺

 

観
光
施
設
オ
ー
プ
ン

★
５
月
★

▼
10
日（
日
）

•
小
中
合
同
資
源
回
収

　
　
　
　
　
　
　

金
山
小
学
区

▼
13
日（
水
）

こ
ぶ
し
学
級
開
講
式

午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　

横
田
公
民
館

▼
14
日（
木
）

•
行
政
相
談

午
前
10
時
〜　

金
山
町
役
場

•
心
配
ご
と
相
談

午
前
10
時
〜　

ゆ
う
ゆ
う
館

午
後
１
時
〜　

横
田
公
民
館

▼
20
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

午
前
９
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

表彰状を手渡される受賞者
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軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日

現
在
で
、
バ
イ
ク
や
農
耕
車
、

軽
四
輪
な
ど
を
所
有
し
て
い
る

方
に
対
し
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
に
し
た
り
、
他
人
へ
の

譲
渡
な
ど
に
よ
っ
て
実
際
に
は

使
っ
て
い
な
い
車
両
で
あ
っ
て

も
、
移
転
、
変
更
、
抹
消
な
ど

の
手
続
き
を
行
っ
て
い
な
い
場

合
は
、
四
月
一
日
現
在
で
登
録

さ
れ
て
い
る
方
に
納
税
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
度
の
軽
自
動

車
税
の
納
期
限
は
、
四
月
三
十

日
と
な
り
ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
、
忘
れ
ず
に

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
税
務
係

 

☎
54
–
５
１
２
１

憲
法
週
間
無
料
法
律
相
談
会

　

裁
判
所
で
は
、
五
月
一
日
か

ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
を
憲
法

週
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

憲
法
週
間
は
、
法
務
省
、
弁

護
士
会
な
ど
の
協
力
を
得
て
裁

判
所
の
憲
法
上
の
地
位
、
国
民

生
活
の
中
で
裁
判
所
の
果
た
し

て
い
る
役
割
な
ど
、
裁
判
所
に

対
す
る
国
民
の
理
解
と
信
頼
を

深
め
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
期
間
に
、
憲
法
週
間
記

念
無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

会
津
地
区
に
お
い
て
は
、
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

五
月
一
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
会
場

福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

会
津
若
松
支
部
構
内

（
会
津
若
松
市
追
手
町
六
―
六
）

　

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

会
津
若
松
支
部

☎
0
2
4
2
–
27
–
0
2
6
4

巡
回
児
童
相
談
会

　

巡
回
児
童
相
談
会
は
、
す
べ

て
の
児
童
が
、
家
庭
及
び
地
域

社
会
に
お
い
て
健
や
か
に
育
て

ら
れ
る
よ
う
、
児
童
に
関
す
る

諸
問
題
に
つ
い
て
、
家
庭
な
ど

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
保
護
者

な
ど
に
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

相
談
は
、
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
内
容

〇
歳
か
ら
十
八
歳
未
満
の
児

童
の
福
祉
に
関
す
る
相
談

▼
相
談
従
事
者

会
津
児
童
相
談
所
職
員

（
児
童
福
祉
司
、
相
談
調
査

員
、
心
理
判
定
員
、
家
庭
相

談
員
、
医
師
）

　

な
お
、
会
場
や
実
施
日
な
ど

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
医
療
係

 

☎
54
–
５
１
３
５

町
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

　

五
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の

間
に
、
町
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針

を
実
施
し
ま
す
。

　

検
針
の
た
め
、
検
針
員
が
各

戸
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、
検
針

メ
ー
タ
ー
の
上
に
検
針
に
障
害

の
あ
る
も
の
が
置
い
て
あ
る
時

は
、
四
月
中
に
取
り
除
い
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
雪
ど
け
後
の
こ
の
時

期
は
、
漏
水
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
の
で
、
自
主
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

※
水
沼
、
高
倉
、
三
更
、
太
郎

布
、
田
沢
の
各
地
区
は
該
当

あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
次
の
と
こ
ろ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

 

☎
54
–
５
３
１
５

　

町
が
、
平
成
二
十
年
度
事
業

に
よ
り
太
郎
布
字
上
野
沢
地
内

に
お
い
て
整
備
を
進
め
て
き
た

携
帯
電
話
無
線
局
が
こ
の
ほ
ど

完
成
し
、
沼
沢
地
区
と
太
郎
布

地
区
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
と
ａ
ｕ
（
エ
ー
ユ
ー
）
の
二

社
が
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

両
社
の
携
帯
電
話
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
移
動
中
で
も
品
質

の
高
い
通
話
や
デ
ー
タ
通
信
な

ど
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

両
社
が
発
売
し
て
い
る
す
べ

て
の
携
帯
電
話
が
使
用
で
き
る

わ
け
で
は
な
く
、
一
部
の
機
種

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
購
入
さ
れ
る
場
合

は
、
両
社
の
携
帯
電
話
販
売
店

ま
た
は
電
器
店
な
ど
で
使
用
可

能
な
機
種
を
ご
確
認
の
う
え
、

購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
政
策
財
政
係

 

☎
54
–
５
２
２
２

沼沢地区と太郎布地区で
携帯電話のサービスが開始

完成した携帯電話無線局



1421.4.10　広報かねやま

固
定
資
産
の
縦
覧
帳
簿

　

町
で
は
、
町
内
に
家
屋
、
車

庫
、
土
地
な
ど
の
固
定
資
産
を

所
有
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、

帳
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お
り
行

っ
て
い
ま
す
。

▼
期
間

四
月
一
日
か
ら

五
月
三
十
一
日
ま
で

（
た
だ
し
、
土
日
祝
日
は
除
く
）

▼
時
間

８
時
30
分
か
ら
17
時
30
分

▼
縦
覧
場
所

役
場
住
民
課
税
務
係

▼
縦
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
税
の
納
税
者

◎
問
い
合
わ
せ
…
税
務
係

 

☎
54
–
５
１
２
１

人　
　
　
事

行
政
相
談
委
員

　

四
月
一
日
付
け
で
行
政
相
談

委
員
に
大
石
盛
一
さ
ん（
大
志
）

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大

臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
国
の

仕
事
を
は
じ
め
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど

の
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
つ

い
て
の
苦
情
や
意
見
、
要
望
を

受
け
つ
け
、
み
な
さ
ん
と
関
係

行
政
機
関
な
ど
と
の
間
に
立
っ

て
、
そ
の
解
決
を
促
す
た
め
に

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
月
第
二
木
曜
日

に
役
場
一
階
に
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。

　

五
月
は
十
四
日
に
開
設
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
毎
月
の
予
定
は
、
生

涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
福
祉
係

 

☎
54
–
５
１
３
１

町
職
員
人
事
異
動

　

次
の
と
お
り
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

 

（　

）
内
は
前
任
で
す
。

【
三
月
三
十
一
日
付
】

★
退
職

▼
横
山
力
夫
（
車
両
主
任
）

【
四
月
一
日
付
】

★
異
動

▼
地
域
振
興
課
長
＝
岩
渕
憲
二

（
教
育
次
長
・
中
央
公
民
館

長
・
川
口
公
民
館
長
）

▼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
地

域
振
興
課
総
括
主
幹
＝
目
黒

隆
明
（
地
域
振
興
課
長
）

▼
教
育
次
長
・
中
央
公
民
館

長
・
川
口
公
民
館
長
＝
渡
邊

新
太
郎
（
教
育
係
長
・
中
央

公
民
館
長
代
理
）

▼
建
設
係
長
＝
渡
部
伸

（
上
下
水
道
係
長
）

▼
上
下
水
道
係
長
＝
栗
城
真
一

（
建
設
係
長
）

▼
教
育
係
長
・
中
央
公
民
館
長

代
理
＝
渡
部
明
美

（
住
民
福
祉
主
任
）

▼
住
民
福
祉
主
任
＝
井
上
三
七

子
（
総
務
主
任
）

▼
車
両
主
任
＝
越
尾
新
吉

（
教
育
委
員
会
主
任
運
転
手
）

▼
地
域
振
興
課
＝
渡
部
洋
人

（
住
民
課
）

▼
総
務
課
＝
長
谷
川
兼
士

（
住
民
課
）

▼
住
民
課
＝
五
ノ
井
和
博

（
地
域
振
興
課
）

▼
教
育
委
員
会
主
任
運
転
手
＝

菅
家
儀
一
（
総
務
課
）

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　

次
の
方
か
ら
金
山
町
ふ
る
さ

と
応
援
寄
付
金
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

●
福
島
市
の
黒
田
茂
さ
ん
か
ら

一
万
円

●
神
奈
川
県
横
浜
市
の
西
野
浩

子
さ
ん
か
ら
八
万
円

　

ご
寄
附
は
、
金
山
町
の
自
然

環
境
の
保
全
や
地
域
の
活
性
化

な
ど
の
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

社保加入の方へ
　協会けんぽ福島支部では、町内
の事業所に勤務し社会保険に加入
している方の被扶養者について、
特定検診の受診券を直接事業所を
通じて配布します。
　受診にあたっては、お住まいの
市町村の集団検診会場に受診券と
保険証を持参することにより受診
ができます。
　詳しくは、次のところにお問い
合わせください。

◎問い合わせ…税務係
☎５４－５１３５

川　

口　

長
谷
川　

義　

助

小
栗
山　

諏　

江　

祥
太
郎

八　

町　

目　

黒　

建　

吉

玉　

梨　

坂　

内　

由　

夫

西　

谷　

黒　

川　

廣　

志

本　

名　

栗　

田　

修　

一

橋　

立　

長
谷
川　

重　

美

大　

志　

本　

多　

捷　

一

板　

下　

星　
　
　
　
　

徹

宮　

崎　

長
谷
川　

善　

助

上　

田　

星　
　
　

光　

雄

水　

沼　

青　

柳　

一　

二

上
大
牧　

渡　

部　

勇　

吉

下
大
牧　

諏　

江　

康　

幸

高　

倉　

五
ノ
井　

光　

信

大
栗
山　

本　

名　

一　

男

福　

沢　

若　

林　

豊　

昇

三　

更　

角　

田　
　
　

浩

沼　

沢　

五
十
島　

吉　

治

太
郎
布　

若　

林　
　
　

正

横　

田　

横　

田　

耕　

一

上
横
田　

栗　

城　

元　

一

土　

倉　

菅　

家　

重　

男

西　

部　

小　

林　

健　

一

大　

塩　

目　

黒　

愛　

次

滝　

沢　

菅　

家　
　
　

仁

田　

沢　

渡　

部　

藤　

雄

山
入
一　

須　

佐　

政　

孝

山
入
二　

大　

竹　

伸　

二

越　

川　

横　

田　

孝　

夫

平
成
二
十
一
年
度
の
区
長
さ
ん
が
、
次
の
と
お
り

決
ま
り
ま
し
た
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

地
区
名

氏　
　
　

名

地
区
名

氏　
　
　

名
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あ の 人 こ の 人
３月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

須佐　桂
けい

伍
ご 　父・須佐　健

（上横田）
母・　　美紀

お二人で幸せに

該当はありませんでした。

霊よ安らかに

五ノ井　カイノ（92歳）小栗山
栗　城　和　子（79歳）玉　梨
藤　田　秀　雄（86歳）宮　崎
相　楽　正　巳（82歳）横　田

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

宮下病院だより宮下病院だより
部局紹介　～その２ 検査・放射線・薬剤部～
【検 査 科】
　検査科では、患者さんから採取した血液・尿等の検体検査や心電
図、呼吸機能（肺活量）などを検査しています。ほかにも、生化学
自動分析装置、自動血球計数装置、血液ガス分析装置などで血液を
検査して肝機能、腎機能、脂質、貧血、血液酸素塩基平衡などを検
査しています。検査についての疑問や不安なことなどがあれば、遠
慮なくご相談ください。

【放射線科】
　放射線科では、患者さん、特に高齢者の心理や行動に配慮して検
査をしています。医師、看護師など少人数のスタッフが最大限の力
を発揮できるよう、検査機器、医療機能の充実を目指し、検査技術
の進歩に遅れないように、常に画像診断の質の向上を心がけていま
す。
　主な業務としては、一般撮影（胸部、腹部、骨系）、透視検査、
乳房撮影（マンモグラフィー）、ＣＴ検査、内視鏡・超音波検査を
行っています。
　放射線検査について、ご不明や説明が不十分なことがありました
ら、いつでもお問い合わせください。

【薬 剤 部】
　平成17年 5月より、外来患者のみなさんのお薬については、原則
的に院外処方としましたので、薬剤部では、薬剤管理の指導を重点
としています。入院中の患者さんに出されたお薬の服用方法、効能、
効果を説明したり、副作用の予防、重複する投薬を防止して、病気
の治療を行っています。
　薬剤部では、このような業務を通じて患者さんとふれあい、患者
さんの健康管理にお役に立ちたいと考えています。お薬について、
不安に思っていること、悩んでいることなどがあれば、お気軽にお
声をかけてください。

募　
　
　
集

い
き
い
き
生
活
倶
楽
部

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

高
齢
者
の
方
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
い
き
い
き
と
毎
日
の
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、「
い
き
い
き
生
活
倶
楽
部
」

を
開
催
し
、
健
康
の
た
め
の
体

操
や
創
作
活
動
な
ど
、
い
ろ
ん

な
こ
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

興
味
や
関
心
の
あ
る
方
は
、

気
分
転
換
や
健
康
の
維
持
増
進

の
た
め
に
、
参
加
し
て
は
い
か

が
で
す
か
。

　

な
お
、
事
業
内
容
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
開
催
場
所

•
本
名
公
民
館
・
玉
梨
集
会
所

•
山
入
集
会
所
・
ゆ
う
ゆ
う
館

•
横
田
公
民
館

▼
時
間

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
日
程

　

十
時
半
か
ら
血
圧
測
定
・
健

康
体
操
、
十
二
時
か
ら
昼
食
・

お
昼
寝
、
一
時
半
か
ら
ゲ
ー
ム

や
創
作
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
行
事
等

　

春
、
秋
二
回
の
遠
足
や
、
沼

沢
湖
水
ま
つ
り
の
灯
籠
づ
く

り
、
健
康
と
福
祉
ま
つ
り
展
示

作
品
づ
く
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

な
ど
。

▼
対
象
者

•
お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上

（
継
続
の
方
は
申
し
込
み
不
要
）

▼
交
通
手
段

　

希
望
者
に
は
送
迎
バ
ス
を
配

車
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
参
加
費

一
回　

八
百
五
十
円

（
内
訳
は
、
弁
当
代
七
百
円
と

事
業
費
の
一
部
負
担
金
と
し
て

百
五
十
円
。
お
弁
当
持
参
の
方

の
場
合
は
、
一
回
百
五
十
円
。）

▼
申
し
込
み
方
法

　

参
加
希
望
の
方
は
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
館
に
、
直
接

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ

金
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

☎
55
–
３
３
３
６

金山町の人口（ 4月 1日現在）

世 帯 数　1,149世帯（－ 6）
人　　口　2,651人　（－15）
　 男 　　1,249人　（－ 8）
　 女 　　1,402人　（－ 7）

※（　）内は先月比

いきいき生活倶楽部の活動
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生涯学習のマスコット
マナビィくん

　

沼
沢
か
ら
福
沢
へ
続
く
尾
根

づ
た
い
の
コ
ー
ス
を
散
策
す
る

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
が

三
月
十
五
日
に
行
わ
れ
、
参
加

者
し
た
六
人
は
沼
沢
湖
を
見
下

ろ
し
な
が
ら
快
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

　

妖
精
美
術
館
の
裏
か
ら
登
り

始
め
、
妖
精
の
小こ

径み
ち

を
た
ど
る

コ
ー
ス
に
は
、
曲
が
り
く
ね
っ

た
木
々
や
蔓つ
る

が
か
ら
み
つ
い
た

木
な
ど
物
語
の
世
界
の
よ
う
な

光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

耳
を
澄
ま
す
と
野
鳥
の
さ
え

ず
り
も
聞
こ
え
、
参
加
者
た
ち

は
聞
こ
え
る
方
向
を
一
生
懸
命

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
昼
に
は
沼
沢
湖
山

荘
で
、
ヒ
メ
マ
ス
の
塩
焼
き
を

味
わ
う
な
ど
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
催
し
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
奥
会
津
あ
そ
び
の
が
っ
こ

う
・
沼
沢
湖
山
荘
・
中
央
公
民

館
が
共
催
で
行
っ
た
も
の
で
す
。

妖
精
の
小こ

径み
ち

を
散
策

沼
沢
湖
畔
で
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

やまひだ 金山史談
好評販売中

　やまひだの会と金山史談会では、このほど
「やまひだ33号」と「金山史談18号」を発行
しました。
　ご希望の方は、中央公民館にお申し込みく
ださい。
　金額は、どちらも 1冊1,000円です。

◎問い合わせ　中央公民館　☎54-5361

ホームページアドレス　http://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp

発行：金山町役場（総務課）☎ 0241-54-5111 〒968-0011 福島県大沼郡金山町大字川口字谷地393

野鳥のさえずり聞きながら
林の中を散策

森を学びながら散策する参加者

やまひだ33号と金山史談18号

図 書 室 だ よ り
〈図書室からおすすめ本を紹介します〉

□告白…………………… 湊かなえ（双葉社）
☆☆☆最新の本屋大賞を受賞しました☆☆☆

□野菜のしあわせフライパンがあれば
 ……………………… 大庭英子（講談社）
☆この本で紹介している料理は、身近な野菜を
使って完成する、お料理ビギナーさんにもう
れしい簡単レシピがもりだくさんです。

□小学生からのマンガ勉強本
ちびまるこちゃんの敬語教室
 ………………… さくらももこ（集英社）
☆学校の先生や近所の人など、年上の人にお話
しするときに敬語を使えるとかっこいいです
よね。この本を読んでルールを覚えましょう。

◆県立図書館の支援図書約200冊を入れ替えまし
た。中央公民館図書と同じ手続きで借りること
ができます。
　「小さくてもキラリと光る図書室」の充実の
ため、みなさんのご利用をお待ちいたしており
ます。

◎問い合わせ 中央公民館 ☎ 54-5361


